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Hirobumi OURA 1951 Reflection and Transmission of Light by Snow Cover. 1. 
Luω Temperature Science ()・( With English r邑sum岳P.32 ) 

積雪による光の反射及び透過について 1.* 

大浦浩文

L低滋科苧(!fF究所 目怠月3物理!;ìI;1f[if'~)

叩百年U23年 9月受理1

まえおき

積雪の粒は降ってくる雪の結品とはまるで形がちがう b 地面v<=f1iった零の結11もは融解し，

また千切れたり再-結晶したりして，さをく形のちがう丸い粒や，角ぼった粒と主主るb との粒子

の形や，合水量のちがいにより積雪の性質はいろいろκかわり，それによって積雪の分類が

出来るb とれらの積雪は光学的に如何怠る性質?と有するであろうか.如何主主る反射，透j~白を

するであろうかb 積雪表面では光が拡散反射をすると云われているが，そのくわしい報告-は

未だ発表されていないb 著者は光電油，光電管を用いて戸外実験をし，叉低温室内に雪を取

って来て.観J蔀jJ!1J光を行い，反射方向により輝度がどう変るかをしらぺ，反射に 2種の型の

あるのを知ったb

1.反射の輝度分布

ぷ 零の表面の輝度同1図aに示したようにして測定し

: たb 投射光には日光または電灯をつかったが，その投射角
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第 1鼠

がψで・あるb 反射角()，方位角 Vをいろいろにかえて，零

の表面に測光器をむけると卑 (}，fPによる表面の輝度の変化

が測定されるb 光源として太陽を使うときは，光が強いの

で測光器としてセレニウム光電池或はセシウム光電管を箆

ったb 光常j也の場合には1ii'O 図bのように電池に枠をとり

つけ，電池にあたる光束。聞きが約8。に怠るようにした。

光電管を用いる場合・にも，同様な梓の先にレンズを取付け

たものを用いて，光電管に入る光東の開きが約 8')v<= f:J..る

様にした。先源として電灯を用いるときは，光が腐くて光

電池では間にあわゑいので，第1関 Cのようた腕感測光器

をつかった。立ラムフ。から出た光を，オパールグラスOで・拡
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張させ，レンズ L1光学模W を通して，プリズムで雲まからの反射光と伺ー硯野に持ってく

るb レンズ Llの焦点に限を置いて挑めるので.零の粒子は見え主主いで.m見野は一様のあか

るさになるb 測光δれるのは約1.50の開きの光東のzp.均輝度であるb

第2図aは太陽高度約300 ゆ=GOO)のときの反射皮 Iの対数〔町の垂直方向のi立を 1と

する〕と反街角。との係で・あるむただし ψ=0の鹿内でのものであるb

'F，fj 2閣bは測光器つ{府角を 100 と300とに臨定したま L鉛区南liのまわりに廻ijiriJさせた持の

測定胞を表わす。すなわち，。を 800と60つとに固定して.cpを変えたので・ある。輝度は Vが

~O からはゑれるにつれ
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て次第に下ってゆく。

また同じ ψの[也に夫!ーし

ては (j=800 のJ節度は

常に (j=600 の輝度よ

り大きいむ

いままで・考えられて

いたように雲の反射が
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10 eO完全拡散反射である主主

らば第2図の曲線はみ

な7k主P.'1副長になるべき

である。しかし実際に

はそうではたくて，殊

に第2図aでは伊 =0

の町内で (j= 900 で

の log1の(0'1:が (j=OO

のときより24:"，40%も

大きく怠っているb

log 1 で主主く I~それ自身については 80 "，150% も増しているわけであるb しかし太陽を光源
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としている場合には太陽からの直射光のほかに宰いちめんから反射されてくる光も投射光に

まざっているb 第II節で説明するように第2函のようた結果になったのは，との2昼茎からの光

のためもあるb しかし夜[間日間Hにζ光源として電灯Zをとつカ、てοコて積雪面の反射射.をi測見刻1定したが ψ=0の

商内でで、の皮射射.分布はやはり第 2 図 a と同様古及主型 ~Cζ 古な主つた b したがつて s 投射

場合にも，反射'は完全拡敢ではなく，反射角が900 ~C近づくにつれ雪面の輝度は次第に大き

く主主るのである。また~'2歯 bに示されているように， ψ=0以外の面で、も， ψ=0の商程で

は汝いが，(jが 90つに近づくにつれ輝度が多少高くたっているロとれも光源、として太陽だけ

で宮く， ~さからの光が入って来る事が一つの原因であるとと?と推定させる。また投射)'é;と反



続雲による先の反射及び透過について 25 

射:lGの吊]の角がOが800に近づくほど大きくたるととを考えると，反射が小さ主主氷の表面で

の鏡商反射によるものとすれば，その小さなすぐの商については，入射f考は，投射光と反射光

との角の'=[土分でOが 800Vと近づくほど大きくたるから， Fresnelの反射式I'C従って，反射の

強さは大きく怠る，とも考えられる。

II. 空の光の反射

完全ゑ晴天の日でも，地平線の近くには薄い雲や霧煙がるって，かえってあかるい。そして

LogI十 COIlsi s • 地ZF，¥泉に近い昼・から来る光は，積零町にすれ

すれに当るので鏡面反射に近い拡散反射・をす

る。との掃に僻角が小さく主主ると({}が大き

く怠る)と零商の輝度は，如何主主る値のψ国
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芸誌 3闘光源，太陽

内I'C於ても，だんだん高くなるものと考・えら

~1.る。

100 

それで，零の反射輝度を測ると同時に，昼

の輝度も測定して隅方の輝度のあいだの関係

をしらペた。第3図は輝度と角度とのグラフ

である。縦軸には輝度の対数，横軸には， ~き

(点線〕に対しては仰角，零(実線)I'C対し

ては事ff角が取ってある。

零及び昼からの光は約 8)の開きを持つ立

件:角i=tの光量を，セシウム光電管に入れ，直

流増幅して測定した。赤・育のフィノレグーを

かけても測定したが，フィルグ-;rn~しの場合

と傾向は問じで・あった。

第4図 (a)，(b)は，太陽高度目。の場合

で，地平線に近づくに従って，さきの輝度が高

く主主り，それに応じて雪印輝度も高くなって

いる。丁度地平線の所は山や森のために情く

主主るO

第 3図 (c)，(d)は太陽の高度550の場合

でるあ。昼の輝度分布は割合-yc一定で，第2

図 (a)の ψ==0間に見られる著しい傾向は

見られ主主いo Q:'=Oの部についても V口 900の

国についても昼の輝度と零面の輝度との炭化
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の傾向はだいたい一致しているb したがって，雪面の反射光には昼からきた光の反射光が，

かなり含まれているのにちがいない。

III. 低過室内ての測定

いままでの測定はみな戸外で行ったものであるが，戸外ではいろいろな絞伴?と長い間一定

に保つととがで、きい。日中，太陽の光を先源とするときは，太陽の高度も，患の模様も測定

の中にかわるO 夜，電灯をつかうとしても，気温の変化のために零の性質が変るであろう。

それで、積雪の主主かから切り取った零の塊りを低、温実験室K持ち込み，それについて測定を行

った。低温実験室の温度は一定に保つ

a ' lO，g 1 + const パ'
ドマ0 円 ~Â/号iML
ft_自F苦FSF2F-i11I。
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ているので，長い間一定の依{牛のもと

に測定するととができる。とのよう K

して第生図，第5図，第6図を得7と。

第5簡は零り面の反射光を観感測光

器(第1図 c)ではかった結果である。

a， b， c， d， eは，おなじ零について，

それぞれ投射角ψ=700，60つ， 500，200 

00 の場合の反射輝度の角度分布であ

るb aは投射角ψを70つにした場合

で，第2図aと伺ピ形をしているb と

の図は ql=Oの面内のものであるが，

e す=0

珪ムム~
-80 ":'60 -40 -20 

1士一!一一一一一 hω叩 9卯O…1~V~8~。h
‘ e ?E:取水平fj'L線にたった。すゑわち，

o 20 40 60 80 CD =800の間内では完全拡散反射にたっ
第 4図室内官級 ているわけで、ある。つぎに ψ=500 itC 

したら， C図のようにたったbCD=Oo， {} =500 のととろに山がある。そして Oが 90
0(1:近づ

いても時皮はあがらや，かえって下っている。との場合はあきらかに，完全た拡散反射'VC，

拡散した銃i出反射が亙なったものに怠っている。 b図はψニ600のものであるが.a閣と C図

の仁r:1間型で CD=0， {} = 600 で出来た鏡国反射による山が，a arの傾向をEE-ね合せたために，

{}=700になっても下らや，山のかわりに台地の形をこ示した。 d図は ψ=200のもので，w=u<， 

(}=20つに山があるらしいが，拡散してほとんどわから友いtJe閣のOf.fJは零の酉に垂直に光

を投射した場合，すなわち ψ=0 rc:)せするものでるるが，分布曲棋は三主体は訟だらかた山

の形を示し，その頂きは {}=oにあるb 以上のととから，雲閣の反射lti，完全た拡批反射に

C留に見られる拡散した鏡面反射と a図に見られる拡散反射とが趨当主主割合で革主主ったもの

であ暴ととがわかるtJC図の型も a図。型も，投射角ψが大きくたるほど著しいb しかし。
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が 60
0Jよj、上に主主ると a図の型の反射が強くなって C閣の型の反射は，はっきりみられ友いよ

うに怠る。

第5図の a，c r乙は諸色フィノレターをつかつて色による差異をしらぺたが，図に見られる

ようにその差:はほとんどないb 投射光は積雪によって散乱されて皮射光に友るが，そのあい

だに零の粒によつて吸i牧佼される等で-②ある。零の粒は光の波:長反にくらぺれば

でで、，散乱は波長fにCよつではほとんどかわら2訟主いb しかし，吸i牧段は波長によつて異るととカが宝多

いのででもし零の粒による吸l段が強ければ?反射光は波長によってかわるであろう b しかし，

氷の光に対する吸l段係数は10-:ljcmの程度で非常に小Eさいから，零の粒による吸i段は非常に

弱く.反射光は波長による差異を示さないものと考えられるb

いままでは，すべて投射角ψは一定に保って皮射角。をかえて測定したが，。を一定に保

ちψをかえた場合のis!lj定も行ったb e図の@印は，反射角 20ラ rc間定し，電灯の光の投射角

ctを変えた場合・の結果であるb ψがかわると零の面の，照度は cosψに比例してかわるb そ

れで反射輝度Iをcosψで・割ったもの L対数と ctとの濁係をと取って@印で示してあるb す主主

わち，照度一定の場合にひきゑおして考えたわけで・ある。もし Lambertの法則がなりたっ

て，完全及拡散反射が行われるとすれば，点糠のようゑ水LJSIeI棋に主主る筈である。 OCo[lと@

印とを並ぺてみると， 0印は投射角一定で反射角を変えた場合であり'.印は反射角一定で

投射角を変えた場合のものでるるが，同じ面・での反射であるiから一つの曲根上に藍友.-3
0

IV.反射光の偏り

P (%) 

戸外で積雪:面での反射光をポーラロイドによってしらべたが， 2%程度の誤差の範囲で・は

中=70 ヂ=0
30 

メえ足。
101-P (%) 

"/f= 50 

o 
，。一広三←ー_0"

20 40 60 
_0_田園田四回目。-

-9)ー←ア=句。

四 10

第5圏 入射Jもの沼気ベラト Jレがプ'Jc:Zドな場合

偏光していなかったb との場合の光源は

a 日光で，投射光は偏光していたかった
カむさたに偏光を投射した場合の反射につ

いて調べた結果を述べるb 電気ベクト1レ

が水平に偏った光を投射角70つで投射し

。て反射光の偏光の偏光度をしらぺたb W，、
下偏光についてはすべて電気ベクトルに

b ついて考えるb 偏光度Pは水平に偏った
光の強度を 11'とし，投射鹿内に{扇ヲた

白光の強度を Lとすれば、，

80 P = (1¥>-1，，) 101'+18) 

であらわすととにするb Pの測定には，

氷州石で・常光線と異常光線とに別れた光

を;:.コル?と過して観測し，雨光棋のあ
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かるさが等しく訟るまでニコルを廻し，その廻転角から出したb ニコノレをー廻転するうち

に，あかるさのさ干しく怠る処が匹iつあるが，その廻転角を順次f'C{}l> (}2， (}3， (}4とすれば，

P=土ま [cos({)~… (}l)十 cos ({}.1-{}3)] 

で表わされるb 椅:号の土の何れを選ぶかは装置によってきまるb

~;5 図 aが，その測定結果の一つで，投射角 ψ ココ 70 ，方位角 'P =O としたときの反射角。

によるPの変化であるb 曲棋は 4本あるが，その中の 3本が完:主主主主水王子偏光左投射した場合

の結果であるb 零がちがうと Pはかわるが，だいたいに於て， PはOが大きくなるにつれて

P (%) 増し， (}=70o あたりで10""20%とたる。

20 川
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第 8図
a.入射商と入射光の電気ベクトノレと
が重量Eの揚合
b.入射荷と入射76の'78気ベクトノレと
が不行な援y合

以上は自然のま Lの雪についての結果であるが，

の吉交官を:zp:らにた Lきつけた場合には，自然7't:tiと投射

しでも x印鎖繰で表わされているよう比，反射光は

すとし偏光している。との場合，鏡面反射の方向で・観

測すると，反射輝度は，自然のま Lの雪の表面による

反射の 1.2俗であった。また，第5図bは，ひとつの

零の表面に100%の水平偏允を投射したとき 'P=O，

ψ=900 の面内の反射光を測定した結果である。 'P=O

の場合・は a図と同様に，。が大きくなると Pが大きく

?よっているが，'P=90oの場合には Pは負で誤差の程

度の大きさであるが，{}が大きく主主ると， Pが小さく

怠る傾向が見られる。

第 6図は， jな訟じ零屈に対して.7J(zP.偏先と，それ

に主国友信J允とを投射した場合，また投射角を変えた

場合，どう怠るかを調べた結果である。 a閣は7kZp.偏

光， b図は投射間内の偏光?と投射した場合ーの，反射光

の偏光度と反射角。との関係であるb 窃印は投射魚

'P=70oの場合 ，Ol=fJは 'P=500の場合であるoa留と

b図とは P=Oの線に関してほとんど対称であるb す

たわち，自然光を投射すれば、反射光は偏光しないとと

を示す。

V.反射の機構

'P=Oの閣で・の反射にけ，さたの三二J唱の型があらわれている。

A型:拡散した鏡面皮射を含むもの(第4図 c)

B型:鏡面反射が友く，。が900にちかづくと，反射輝度の大きく主主るもの〔第4図a)
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C型:Lambertの cos法則に従う b 先全拡散皮射を示すもの (A型・ B型がその特徴

を失った極棋と考えられる。〕

とのうち，どの型の反射をするかは，零の表面の性質と投射角とによって，きまるととであ

る。沿なじ零について行った第4図の測定で投射角を 800から 0
0 に変化させると，それに

応じて反射の型は

B型→A型+B型→A型→拡散して→C型

と変化してゆく。しかし，おなじ投射角で・も商の性質により， A型の反射をするものもあり，

B裂の反射をするものもあり， C裂の反射をするものもある。

降りたての零は，未だ結品型がくやれや，先の尖った部分がな互に引掛って，積った雪の

密度は非常に小さく，ふんわりしている。とういうととろに当った光は，相当内部まで、入り

込む。新零の光の失った針のようた部分は，非常に散詩Lを起しやすい。それで・，相当深い部

分までが乱反射の光源として設立つ。とうした各暦からの乱反射先?と霊ね合せた全体の反射

は，完全拡散反射に近い。その理由を考えるまえに完全拡散発光面・の模型を考えてみよう。

それは平田によって境された宇昼間f'C，輝度に方向性の無い点光源を，一様な鰭度で配置す

ればよい。(との場合，光源は酪ではなく，深さを持っささ聞である。〕

今思位断面積をもっ細長い円筒を長さ 1だけとの面に差込むと，それによって切り取られ

る光線の体積は，円筒の軸の方向によらや一定である。若し副総方向に長さ lまでの光源が

我々 K感やるものとすれぽ，との同筒によって切り取られた光源、は皆有効で、，ー税た密度で

分布しているから，光源の数は切り取られた体積に比例し，軸の方向Kよらや一定である。

すなわち，輝度は方向によらや一定である。ゆえに上に述べ、た面の模型は，完全拡散発光lfi:i

というととがで、きる。反射面の場合にも，それが完全拡散反射商で・あるためには，反射点が

ある深さにわたって p 一様κ分布し怠ければ、たらたい。降りたての零は，との条件を満足す

るb 降りたてで、なくても叉ψの値が小さい場合，或はψのm自が大きくても fP=900 の間内の

反射の場合には，ほとんど完全拡散反射を示すが，とれば，表問反射があまりきいて来たい

で，内部で散舌しされた光がきいてくるからである。伊=仰のの両内では (}=O方向へ反射光

を選る素商と (}=900 方向へ反射光?と選る素腐とは，昼間的主主聞のむきがほとんどちがわた

いので，素i首についての入射fつもほとんど同じで、反射率もあまりちがわない。ゆえに fP=900

の商では表面のみ、の反射を考えただけでも完全菰散反射にちかい反射をする。〉

光が積零のj資を透iEiするとき，吸i段或は散乱のまil;['L，暦の内部に入るにしたがって，遭遇.

する光の2置が減る場合には，とれに対応する発光商の模型としては，点光源の宅密度が，内部

に行くにしたがって，減るようなものを考えれば、よいむとのとき， jj甘と同様な円筒で長さ l

だけ切り取られたとき，その体積は円筒の軸の方向によらないが，点光源の密度が深さによ

って異るから，その体積内の点光郎、の数は，軸の方向によって異るb 極端放場合として，点

二ftj)，点の曾度が表面だけに集って内部では零の場合には，商の法棋と (}r.主る角をたす方向に発
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する光のf置は，その方向を軸とする円借‘Kよって切り取られる発光前の面積に比例する b l3IJ 

ち sec0に比例し，軌が水平に近づくと輝度は高く怠るめとればB型の反射と傾向が等し

い。 B型反射は，とのように反射菌の表面のえいきょうが大き¥('，と考えられるo B型反射は

一般に入射角の大きいほど著しい現象であるが，とのととは光があまり内部に入らやに，表

面だけがきいてくるときに起るもので・あるとと?と予想させる。

積零は時間がたつにつれて，沈んで、密度が大きくなり，表留すれすれに入射した光i乙対し

ては，ほとんど表面の朕態だけが反射にえいきょうを興えるようにたる。では，表面の朕態

がどんなときにB型の反射が起るのであろうか。積雪面Sはいろいろた方向を持つ車位面積

の素面 SI' S.，………の集りであると考えられる。棄却の法線の方向飴弦を (11，m1， nj) 

(12' m2' n2)であるとすると，とれ等は原点を中心とする車位球面上の点 Ch.mJ' nJ)・

であらわされる。 Sをあらわす点は Pとする。 Pl.P2'……がすべてPに一致した場合， s 
はーワの平面で、鏡面反射Zとする。 Pl.P2'……がPからはやれても Pのごく近くにある場合

には拡散した鏡面反射即ち A型反射になる。 pj.恥……球面上?と拡散してゆくにつれて，

A型反射はたんだん拡散して反射の山が低くなる。とれ笥:の綿々の場合について，投射角00

と450 との場合・の反射の様子を Ornsteinは計算している。

極端主主場合・として表直が全く不規則訟場合.E![Jち， Pl' P2'…・・・が'"ド球商上に一様に分布し

ている場合を考えよう O との場合vc.段、小さな宇球をS面rc.一面に沿わんをふせた様tとして並

べたものを想像すれぽよい。球主と形作っている物質の皮射率が入射角rc.依ら友いと仮定すれ

ば，宇球の一つ一つについては，反射光の光度は反射の方向に無関係で・ある。故に前に説明

した様κ反射の輝度は方位角伊には無関係に sec0 rc.従って増加する。第2図bの術角100

の曲棋が{府角 300 の曲棋の上にあるととの原因は ~ ~さだけのえいきょうではたく，とのえい

警 きょうもあると考えられる。

積零を考える場合・には牟球は屈折率1.31の氷である。叉反射角が犬きいときは隣の酉の待

に反射光がさえぎられるから，素商の数は sec0 rc.よって増すと考えやrc..0 Iと無関係に一

定であると考えて.Fresne1の式を用いて反射光の輝度を計算したものが第2図aの点線で

ある。実験rn立と合せるためには. Pokrowskiのやったように，との Fresnelの反射主とする

商と，先、全拡散反射をする商と. ~1当た割合で加え合せると，実験[直に合-う棋な反射をする

聞が得られる。更にとの様主主面が何重にも疫を主主していると考え，内部のj賢治、ら反射して来

る光は途中で吸i段されるとして笑験値と比較すれば，もっとよく事実と合うわけで・あるが，

各庭内の Fresnel反射と Lambertの反射との割合，各!否問の反射率問答IJ合等を決定する

は非常に繁雑である。

第 2図bで，q;の増加にしたがって，蹄度の減るととも，各素面えの入射角の減少tととも

たう Fresnelの反射光の減少であると考えられる。

B型反射の起る原因として，光源の熱作用の矯に，素留のむきの分布が.~の面の法線に
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対して対称で・なく訟るためであるかも知れたい。春先きの日ざしのつよいfF!y.宏陽方向に垂

直た毘は熱を余計に吸l伏して融け，割合に太陽光線に平行な商が残っているが，そういうと

とが小規模に起って.B型反射の原因となっているのかも知れないb それで雪面を水平面内

で 1800廻転して，反射の様子をしらぺた所，廻転古iJと様子は変らたかった。

との外にB型反射について疏藤錬ーの計算があり，第5図aの拠定[註と一致する。

以上で，降りたての雪は完全拡散反射を示し，時が立って密度が大きくお:ると .q;の大き

主主投与j光に対してB型反射を示し，積雪粒子が水平面を多く持つようになると.A型反射を

示すととがわかったb 叉 ψ=900の面では，相当に古い零で、も完全拡散反射をするととがわ

った。

いままで.A型，或はB型の反射では，表面の，むきが irregularr;s:. .素商による反射が
大き主主役割りをし，内部に入った光はほとんど完全及拡散反射をするものと考えて来たb し

かし，表面とは幾何学的な表面ではないとしても，どの程度のものであるかを偏光をつかっ

てしらべてみる。第 G函によれば，反射光の偏光度Pは，入射光の偏光商のむきによらな

いb 投射光の (100-P)%は内部に入って，多重反射，多重屈折して，入射した時の1fiii光方

向にも，入射角にも無関係になって，自然光として出て来るb投射光の P%は，表面講割

合に浅い所で反射して来た光による部分で入射光の振動方向ゃ，入射角がきいてくるむとの

P%。光が幾何学的な表面だけからの民射で、ゑいととは，偏光度が入射光の偏光商のむきに

無関係で、あるととからわかるb 自然光として反射して来る:部分段，先・主主拡散反射によるもの

と考えれば，その輝度ぽ方向によって変ら宏、い答で・あるb との解度を仮に 1とするb ある反

射角。方向の偏光度がP%であるならば，その方向の輝度け，自然光による輝度1f'C偏光に

よる輝度 P/ (100-P)を加えた 100/(100-P)になる筈でるる。

第.6図の投射角 ψ=70の場合の Pを用いて 100/(100-P)の曲線?と害:くと，やけり B

型f'Cti::る。そして 0=800 に於ける輝度は O口o(匝の法線方向)の輝度の約1.3倍に主主る。

第生図aで・け約2傍勺 <t=50Y乙対する 100/(100-P)の曲線もB型になる。第4図 CではA

型である。第生図と第G図とけ主任く同じ零でけなかったが，それほどちがった雪でけたい。

とのくいちがいけ，偏光していない反射光け先杢:拡散反射をするものと仮定した事が問患っ

ていたので・ある。実際は自然光は ψ=70の投射に対してけ，。が90つに近づく Kつれて

多くなり， ψ=500の投射に対してけ 0=50で槌大憶を取るものと思われる。との事は入射

した偏允は，入射角のえいきょうを失は訟いうちに，すなわち，たびたび!反射屈折をしない

うちに，偏光を失い，積雪原から日iて来る部分が相当にある事を示すb とのすぐに偏光a::失

うととは，ざらめ雪を偏光臨機銃でのぞくと，零の野がー粒子暦，であっても，平行ニコルで

のぞいても十字ニコルでのぞいても，みた目にはあかるさが同じで・あるととからもわかるb

PokrowskiはLambertの法nlJvc.従う反射光と Fresnelの式K従う反射光とを合'成したもの
が，実際の反射であるとしたが.Fresnelの反射にしたがわ取い反射光ぽ必やしも Lambert
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の法則t乙従うとけかをらたい。

摘 要

1. 積零表面での反射「こは，先主主拡散反射の外i'L， A， Bの2つの裂があるととがわかっ

た。積零表面がどん主主扶態にあり，どん主主投射角で光を選るかによって，反射の型がそれぞ、

れちがう。

2. 自然光を投射したときKは，反射光はほとんど偏らたい。編光を投射したときの偏光

度をしらぺた。偏光度は偏光商のむきに左右され主主い。

3. 以上得られた実験i立を用いて積雪表面の昧態と反射の型との関係を論じた。特に偏光

を用いた実験結果を使って内部での散蓄しについてしらぺた。

との実験に当って終始御援助を賜った吉岡教授に感詩;の意を表する。叉種々の adviceを

下さった札幌気象台の蔚藤技師，光電池をとゐ貸し下さった幅宮教夜，光聾;管去を貸して下さっ

た養上数民，叉遇流増幅の装置に智患を貸して下さった吉本助教授，黒岩講師に厚く材しを

申し上げる。(文部省科学研究費による)
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Resume 

1. It is widely be1ieved that the reflection of light at the surface of the snow cover 

is perfedly di丘used.The author examined the reflection in detail experimentally and 

found that there were two types of reflection which differed somewhat from the 

perfectly diffused one. The two tYPes are 

A.type: diffused specular reflection superposed on the perfectly diffused one， 

B.type : diffused reflection of which the intensity is increased as the angle of re. 

flection is increased. 

The state of the snow surface and the angle of incidence are the important factors 

which determine the type of the reflection actually observed. 

2. The reflected light is slightly polarised when naturallight is projected on a snow 

surface. When the incident light is polarised， the ref1eded light is polarised from 5 to 

20% and its polarisability is not affected by the direction of polarisation of the incident 

light. 

3. The relation between the state of snow surface and the type of reflection was 
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discussed. The light is reflected not merely by simple reflection at the snow surface 

but also by scattering in the surface layer of the snow cover. The experimental results 

on the polarised light were used as useful data in the discussion of the mechanism 

of reflection. 


